
事業種類 事業名

必要性 重要性 効率性 緊急性 計画熟度 総合評価

現地

調査

1 小海町

本間

ほんま

上

かみ

山腹工0.30ha

切土工2,200m3

山腹基礎工575㎡

95,000 40,000 H31 B B A A C A

H27年10月に崩壊が発生し、なお再

崩落の可能性がある。直下に人家等

があり、早急に対策を行う必要性があ

る。

急斜面がオーバーハングした不安定な状

況にあり、今後の降雨等により崩落する恐

れがあるため、緊急性が認められる。

×××× ○○○○ ○○○○

緊急予防治

山

2 軽井沢町

離山

はなれやま 山腹工0.40ha

ロープ伏工4,000㎡

50,000 35,000 H31 B B A A C B

H27年7月に落石が発生し、直下の町

道、人家に被害が生じており、早急に

落石対策を行う必要性がある。

斜面の落石防止対策を行い、災害の未然

防止を図る必要があることから、緊急性が

認められる。

×××× ○○○○ ○○○○

緊急予防治

山

3 上田市

小平六

こべいろく 谷止工1個

流路工193m

84,000 26,000 H31 A A A A B A

H28年8月に土砂が流出し、今後の降雨に

より再流出する恐れがある。下方に人家等

があり早急に対策を行う必要がある。

流域内には不安定土が存在し、今後の降

雨等により土砂流出の恐れがあるため、必

要性、重要性、緊急性が認められる。

×××× ○○○○ ○○○○ 復旧治山

4 上田市

大洞

おおほら

谷止工3個 63,600 23,600 H31 A A B A B A

H28年8月の台風により不安定土砂が堆積

しており、放置すれば下方人家等に流出す

る恐れがあり対策工事を行う必要がある。

流域内には不安定土が存在し、今後の降

雨等により土流出の恐れがあるため、必要

性、重要性、緊急性が認められる。

×××× ○○○○ ○○○○ 復旧治山

5 上田市

城山

じょうやま

谷止工3個

山腹工0.15ha

 土留工1個

97,600 45,300 H32 B A B A B B

H28年9月に土砂が流出し、今後の降雨に

より再流出する恐れがある。下方に市道・

鉄道等があり早急に対策を行う必要があ

る。

流域内には不安定土が存在し、今後の降

雨等により土砂流出の恐れがあるため、重

要性、緊急性が認められる。

×××× ○○○○ ○○○○ 復旧治山

6 伊那市

長谷

　はせ

　与

よ

沢

ざわ 谷止工2個 流路工

山腹工0.10ha

90,000 35,000 H32 B A B A B B

　過去の豪雨等による不安定土砂が

堆積しており、放置すれば国道に流

出する恐れがあり対策工事を行う必

要がある。

流域内には不安定土が存在し、今後の降

雨等により土砂流出の恐れがあるため、必

要性、重要性、緊急性が認められる。

×××× ○○○○ ○○○○ 復旧治山

7 南箕輪村

田畑

たばた

山腹工 0.50ha

 法枠工 1,530m2

 森林整備 2.10ha

175,000 50,000 H31 A A B A B A

近年の豪雨等による崩壊及び施設の老朽

化が進み放置すれば人家等に流出する恐

れがあり対策工事を行う必要がある。

斜面対策工の老朽化が進み、今後の降雨

等により崩落する恐れがあるため、重要性

が高く、必要性、緊急性も認められる。

×××× ○○○○ ○○○○ 復旧治山

8 木祖村

薮原

やぶはら

谷止工2個

山腹工0.60ha

 土留工10個

306,000 39,000 H33 A A B A B A

H28年5月の豪雨により山腹が崩壊し不安

定土砂が堆積しており、放置すれば下方

保全対象に流出する恐れがあるため、対

策工事を実施する必要がある。

豪雨により渓流上流部に新規崩壊地が発

生し、不安定土塊が堆積しており、流出す

る恐れがあるため、必要性、重要性、緊急

性が認められる。

×××× ○○○○ ○○○○ 復旧治山

9 麻績村

ウト

うと 山腹工0.30ha

 土留工9個

70,000 35,000 H30 C B A A C B

今後の降雨等により山腹が拡大崩壊

し、下方人家に土砂が流出する恐れ

があるため対策工事を行う必要があ

る。

今後の降雨により山腹崩壊が拡大する恐

れがあるため、緊急性が認められる。

×××× ○○○○ ○○○○ 予防治山

10 小川村

中後

なかご

谷止工2個 42,800 21,600 H30 C A A A B B

　今後の降雨等により不安定な土砂

が下方人家等に流出する恐れがある

ため、対策工事を行う必要ｙがある。

流域内には不安定土が存在し、今後の降

雨等により土砂流出の恐れがあるため、重

要性、緊急性が認められる。

×××× ○○○○ ○○○○ 予防治山

10箇所 1,074,000 350,500

＊県単独事業の場合は申請の欄を削除して使用する。

(様式１)　新規評価総括表

治山・砂防 山地治山 　　　　林務部 森林づくり推進課

番　号 市町村名

（ふりがな）

箇所名

事業概要

全体事業費

（千円）

H29年度

事業費

（千円）

合　　　　　　　　計

備考

完了

予定

年度

箇　所　評　価

部意見 行政改革課意見 申請 採択


